
2014 年度第 2 回研修委員会議事録 

 

日 時 ： 2014年 5月 26日（月）14：00～17：30 

会 場 ： 成城大学図書館 4階会議室 

出 席 者 ： 伊能秀明（明治大学）・鈴木努（早稲田大学）・酒見佳世（慶應義塾大学）・

粕川悠介（成城大学）・山田雅子（慶應義塾大学）・金万智昭（専修大学）・

恒次知美（専修大学） 

欠 席 者 ： 植苗翔（中央大学） 

議 長 ： 伊能秀明（委員長） 

記 録 ： 恒次知美（専修大学） 

配布資料 ： ① 2014年度第 2回研修委員会議事次第 

② 2014年度研修会テーマ案 第 2回提案分（各自持参） 

(1) 粕川, (2) 酒見, (3) 山田, (4) 植苗, (5)伊能 

③ 成城大学 7号館・8号館 見取り図 

 

議 事 

1. 2014年度研修会テーマについて 

1.1. テーマ案について 

各委員が持参したテーマ案について、資料②に基づき説明があった。前回候補に挙がった

「図書館員とステークホルダーたち」及び「図書館展示」に関連したテーマについて、下

記の通り提案がなされた。 

(1) 大学における図書館の役割 

図書館展示 

(2) つなぐ・つながる図書館員になろう 

タイトル案：「図書館展示を楽しもう！」「明日から見違える図書館展示」「魅せる

展示術、教えます。」 

(3) 大学図書館の展示活動 

(4) 図書館展示 

図書館員とステークホルダーたち 

(5) 図書館員とステークホルダー 

 ―組織マネジメント、セルフマネジメントの観点から― 

図書館展示 事例報告 学術資料の公開―見せる楽しみ― 

 

各委員の提案を確認後、図書館総合展との差別化を図る、参加者が成果を所属大学へ持ち

帰れること、参加者同士でコミュニティを形成できることが望ましいなどの意見が出され、

今回は、「図書館展示」をメインテーマに据えることが決定した。 



 

1.2. 講師候補者について 

テーマの選定に伴い、研修会の構成について検討が行われた。 

基調講演、講演、ワークショップの 3部構成とし、初日の夕方をプレワークショップで利

用するか、講演を入れるかについては、ワークショップの講師が決まった後に検討するこ

ととした。 

それぞれの講師候補者として、以下の方々にアポイントメントを取ることとなった。 

 

■講演 

 早稲田大学坪内博士記念演劇博物館館長 岡室美奈子（おかむろみなこ）氏 

 早稲田大学図書館調査役 藤原秀之（ふじわらひでゆき）氏 

 筑波大学 篠塚富士男（しのづかふじお）氏 

 国立国会図書館 古野朋子（ふるのともこ）氏 

 

■ワークショップ 

 編集工学研究所 

 

2. その他 

2.1. 副委員長（仮称）の新設について 

伊能委員長より副委員長の新設について提案された。副委員長の役割としては、委員会開

催時に委員長が遅れた場合などの議事進行が想定されている。推薦により早稲田大学 鈴

木委員を副委員長として任命し、今年度試行した上で、次年度以降の対応を検討すること

となった。任期は 1年とする。 

 

2.2. 今後の委員会の運営体制報告について 

伊能委員長より、担当理事校への報告について提案されたが、担当理事校と研修委員会事

務局は同一の大学であり、大学内で情報共有をしているため、現時点では報告の必要がな

いことが金万委員より説明された。 

 

2.3. 2015年度会場（予定）の下見について 

粕川委員より提供された資料③に基づき、成城大学図書館事務長代理 新井和之氏の案内

で 7 号館 B1F 学生ラウンジ、2～4F の各教室を下見し、配置・設備・収容人員等を確認し

た。 

 

 

以 上 


